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ＲＩテーマ 会長　フランチェスコ・アレッツォ
“よいことのために手を取りあおう”

第3625回例会 Vol.77 №26　2026（令和８）年２月20日（金）

開　会　宣　言　富川泰志 会場副監督
四つのテスト唱和　小田敬介 会員
ロータリーソング斉唱　我等の生業

国際ロータリー第２５００地区　第３分区

旭川ロータリークラブ　会報

●会　長　濱岡雄史　　　　●編　集　会報委員会　　　●委員長　高田雅史 ●担　当　大蔵真美　　
●例会日　毎週金曜日　12:30～13:30 ●事務局　五十嵐友紀子
●例会場　星野リゾートＯＭＯ７旭川 〒 070-0036 旭川市６条通９丁目　TEL(0166)29-2777 FAX 24-2114
●事務局　道北経済センタービル 2F 〒 070-0043 旭川市常盤通１丁目　TEL(0166)25-1551 FAX 23-3398
●ホームページ　http://www.asahigawarc.org/　●Facebook　facebook.com/asahigawaRC/

２月27日（金）　休会（２月23日天皇誕生日）

３月６日（金）　新入会員卓話　広葉樹合板株式会社　代表取締役　山口裕也　会員

３月13日（金）　ローターアクトクラブ合同例会（夜間）

３月20日（金）　休会（３月20日春分の日）

２月13日（金）　第3624回例会の記録

点　鐘　 会長 　12:30

平和構築と紛争予防月間

ＲＩ創立記念例会（夜間）

・鮟肝豆富　・シャルキュトリーと季節野菜のサラダ仕立て　・大海老と野菜の塩味炒め
・白身魚の蒸し物カニ餡かけ　・道産豚肩ロースのロースト 赤ワインソース　・蛸飯

・パンナコッタ フルーツ入りジュレ

第3624回例会
２月13日

会　　　員 99名
出　　　席 47名
出　席　率 47.47％
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会 長 挨 拶 ： 濱 岡 雄 史

　皆様、本日は例会にご出席いただき、ありがと

うございます。  

　次年度山本ガバナー年度最初の行事が３月と４

月に開催されます。本日は、その各セミナーの説

明となっております。小滝会員・新田会員・堂向

会員、後程よろしくお願いいたします。

　さて、いよいよ活動が本格化します山本ガバナ

ー年度ですが、本日は1月12日、米国フロリダ州

オーランドで開催された国際協議会で、国際ロー

タリー2026-27年度 会長エレクト オラインカ・

ババロラ氏が講演し、クラブでの歓迎的な環境づ

くり、意義あるプロジェクトの実施、そして人生

を変えるようなロータリー体験を通じて「持続可

能なインパクトを生み出そう」と呼びかけました。

その力強いメッセージをご紹介します。

　ババロラ氏は、「ロータリーは世界を変えるだ

けでなく、まず私たち自身を変えてくれる存在

だ」と語りました。若い頃ローターアクトで活動

した経験が彼の視野を広げ、地域社会の課題に向

き合うきっかけになったそうです。  

　そして、私たちが目指すべきは“変化”ではな

く、“持続可能なインパクト”だと強調していま

す。変化は始まりに過ぎず、インパクトこそが未

来に残るものだ、と。

　その具体例として、南アフリカでの幼児教育支

援や、ナイジェリアでの妊産婦ケア改善プロジェ

クトが紹介されました。ロータリーの介入により、

妊婦健診の受診率が上がり、母子の命が守られて

います。これこそが、世代を超えて続くインパク

トです。

　また、ババロラ氏は「世界をオープンに受け入

れる」姿勢の重要性にも触れました。若い頃、ロ

ータリークラブに入会を希望した際、冷たく拒ま

れた経験を語り、クラブが閉ざされたままでは新

しい仲間を迎えられないと警鐘を鳴らしています。

　例会での一言、奉仕活動での態度ひとつが、誰

かのロータリー人生を始めるきっかけにも、終わ

らせる理由にもなり得るのです。

　最後に彼はこう呼びかけています。

　「自分を変えればクラブを変えられる。クラブ

が変われば地域社会を変えられる。そして地域社

会を変えれば、世界に持続可能なインパクトを生

み出せる」

　私たち一人ひとりの姿勢と行動が、未来のロー

タリーを形づくります。

　山本ガバナー年度の活動が本格化する今こそ、

共に“インパクトを生み出すロータリー”を実現

していきましょう。

　それではお食事にいたします。

育 英 財 団

髙橋佳子会員より寄付金を頂きました。

ニ コ ニ コ ボ ッ ク ス

東郷明子 君

　　お誕生日プレゼント、有難うございました。

新﨑裕一 君

　　全日本マスターズ　アルペンスキー大回転　

北海道選手権に優勝いたしました。

大蔵真美 君

　　今年に入り初参加の例会です。とっくの昔に

明けましたが、本年もどうぞよろしくお願い

いたします。

プ ロ グ ラ ム

クラブリーダーシップラーニングセミナー説明会

小滝達也会員・新田守会員・堂向修司会員
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国際協議会 

• ＩＡ（インターナショナル　アッセンブリー） 
　　２０２６年１月１１日～１５日 ５日間 
　　全世界529の 地区ガバナーエレクトが 
　　アメリカ　フロリダ州　オーランドで開催される研修会 

2026-27年度国際ロータリー会長 

オラインカ・ハキーム・ババロラ 

ローターアクターとして10年活躍 

トランス・アマディ・ロータリークラブ 

ナイジェリア・リバーズ州 
 

写真提供：Rotary International 

2026-27年度国際ロータリー会長メッセージ 

持続可能な 

　インパクトを　　 

　　生み出そう 

2026-27年度国際ロータリー第２５００地区 
地区スローガン（案） 

 
楽しくなければ 

ロータリーではない！ 

地区チームラーニングセミナー（DTLS） 

• District Team Learning Seminar 
• PELSの前に開催される 
 地区の要職ロータリアンが参加する 
 次年度に向けての会議 

同日開催行事 

• 次年度ガバナー補佐会議 
• 諮問委員会 
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点鐘　会長　13：30

理 事 会 報 告

第12回　理事会
２月６日（金）　出席11名　欠席１名

協議事項
・3月例会プログラム（案）について

　関山幹事より3月例会プログラムの説明。

　→承認。

・3月メークアップ対象事業について

　濱岡会長より地区関係行事（PELS、CLLS等）

はメークアップ対象事業との説明。

・ハラスメント防止規定（案）について

　濱岡会長より、特別委員会で協議された「ハラ

スメント防止規定（案）」について説明。3月6

日の例会で臨時総会として同規定案を提案、承

認後に会長より規定内容の説明を行う。また5

月8日の例会で啓発活動を実施し理解を深める

こととした。

・地区役員の推薦について

　関山幹事より、ガバナー事務局からの地区役員

推薦依頼について説明。なお、3月中旬までは

変更の可能性があり、変更があった場合は随時

共有する。

・入会金に変わる名称、金額について

　濱岡会長より当クラブの入会金の取扱いについ

て、名称を「入会負担金」、金額を15,000円と

する案が示された。今後、細則改正を含め検討

を進め、7月の新年度からの施行を目指して議

論を深めていく。

・会員手帳における個人情報記載事項の同意（許

可）について

　濱岡会長より、今後作成する会員手帳に記載す

る個人情報については、本人の意思を尊重し、

掲載内容を選択できる形で整理・取扱うと説明。

・その他

　関山幹事より今年度の職場訪問例会について説

明。参加人数や食事等の条件を踏まえ職業奉仕

委員長およびプログラム委員長と協議のうえ年

度内開催を目指す。

報告事項
・3月6日（金）OMO７旭川　臨時総会（ハラス

メント防止規定案について）

クラブリーダーシップラーニングセミナー
（CLLS） 

• Club Leadership Learning Seminar 
• 次年度各クラブ会長・幹事・委員長・役員の為の研修会 
  これに参加することで新年度を迎える準備が出来る 

2026-27 年度国際ロータリー第 2500 地区
クラブリーダーシップラーニングセミナー（CLLS）予定

日時：2026 年 4月 12日（日）9時 30分～
場所：OMO7旭川、アートホテル旭川（2会場）

プレジデント エレクト ラーニングセミナー
（PELS） 

• President Elect Leaning Seminar 
• 次年度地区会長・幹事の為の研修会 
  これに参加することでクラブ会長・幹事 
  になることが出来る 

昨年度のCLLS（釧路開催）
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